
は

じ

め

に

西
村
市
郎
右
衛
門
家
は
近
江
国
蒲
生
郡
日
野
（
現
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
に
本
拠
を
お
き
、
武
蔵
国
葛
飾
郡
二
郷
半
領
平
沼
村
（
現
、

埼
玉
県
吉
川
市
）
に
出
店
を
開
い
た
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
を
創
業
と
す
る
近
江
商
人
で
あ
る
。
日
野
の
近
江
商
人
は
関
東
地
方
へ
進
出

し
醸
造
業
を
展
開
す
る
も
の
が
多
い
が１

、
市
郎
右
衛
門
家
も
そ
の
一
つ
と
い
え
る
。
天
保
・
弘
化
期
の
も
の
と
さ
れ
る
日
野
地
域
の
資
産
家

番
付
「
日
渓
持
丸
鑑
」
で
は
、
最
上
段
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
近
世
後
期
に
は
有
力
な
日
野
商
人
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る２

。
な
お
同
家
に
つ
い
て
は
『
近
江
商
人
事
績
写
真
帖
』
や
『
近
江
日
野
町
志
』
な
ど
で
も
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
近
世
期
に
関
し
て
は
、
三
代
目
が
記
し
た
『
木
曾
日
記３

』
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
、
同
家
の
経
営
実
態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
世
期
に
お
け
る
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
を
、
同
家
の
事
業
展
開
を
中
心
に
検
証
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営

本

村

希

代

四
七（

一
）



第
一
章

初
代
市
郎
右
衛
門
安
詮
に
よ
る
経
営

西
村
市
郎
右
衛
門
家
が
二
郷
半
領
平
沼
村
に
店
舗
を
構
え
る
に
い
た
っ
た

経
緯
は
、
市
郎
右
衛
門
家
の
本
家
に
あ
た
る
西
村
徳
右
衛
門
家
が
、
同
じ
く

二
郷
半
領
番
匠
免
村
（
現
、
埼
玉
県
三
郷
市
）
に
出
店
を
展
開
し
て
い
た
こ

と
に
関
係
す
る
。
初
代
市
郎
右
衛
門
安
詮
は
父
で
あ
る
四
代
徳
右
衛
門
安
順

の
も
と
、
嵯
峨
屋
豊
三
郎
と
し
て
こ
の
番
匠
免
で
酒
造
業
を
任
さ
れ
て
い
た
。

豊
三
郎
は
初
代
の
幼
名
で
あ
る４

【
表
１
】。
な
お
平
沼
村
や
番
匠
免
村
を
含

む
二
郷
半
領
は
、
西
に
古
利
根
川
（
現
、
中
川
）、
東
に
江
戸
川
と
い
う
二

つ
の
大
河
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
低
地
で
あ
る
が
ゆ
え
両
河
川
の
氾

濫
を
受
け
や
す
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
が５

、
流
通
面
を
考
え
た
場
合
は
、
水

運
の
便
に
恵
ま
れ
た
地
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
出
店
展
開
に
も
つ
な
が
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
本
家
西
村
徳
右
衛
門
家
に
つ
い
て
も
略
述
し
て
お
く
。
西
村
徳
右

衛
門
家
は
近
江
源
氏
・
佐
々
木
氏
の
支
流
福
永
秀
高
の
後
裔
で
、
元
和
八
年

（
一
六
二
二
）
生
ま
れ
の
得
右
衛
門６

秀
綱
を
初
代
と
す
る
。
初
代
得
右
衛
門

は
日
野
町
大
窪
に
て
医
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
漆
器
商
に
転
じ
、
そ
し
て
あ

【表１】 西村徳右衛門家・西村市郎右衛門家の歴代当主
西村徳右衛門家

備 考

岡本町中野氏次男
３代目徳右衛門長男
小泉氏次男

西村市郎右衛門家
備 考

４代目徳右衛門次男※

初代市郎右衛門長男
川合村森嶋吉兵衛四男
西生来村川島八左衛門九男
為七長男，慶応２年（１８６６）家督相
続，隠居後は名を市仙とする

出典：「西村徳右衛門家系譜」（私家版）・「西村市郎右衛門家系譜」（私家版）
備考：※今日伝わっている歴代徳右衛門の数え方は，徳右衛門家と市郎右衛門家で異なっている。市郎右衛門家に

伝わる数え方により，初代市郎右衛門の父を四代目徳右衛門としたが，徳右衛門家では，初代市郎右衛門の
父は三代目徳右衛門にあたる。

生 没 年
元和８年（１６２２）～宝永６年（１７０９）

～宝暦３年（１７５３）
～安永２年（１７７３）
～文化９年（１８１２）

安永７年（１７７８）～嘉永２年（１８４９）
文化１３年（１８１６）～慶応４年（１８６８）
嘉永５年（１８５２）～大正１２年（１９２３）

生 没 年
延享２年（１７４５）～文化５年（１８０８）
安永７年（１７７８）～嘉永３年（１８５０）
文化７年（１８１０）～慶応３年（１８６７）
天保３年（１８３２）～文久元年（１８６１）

安政２年（１８５５）～大正１３年（１９２４）

当主名（幼名）
初代：得右衛門秀綱（徳太郎）
２代：徳右衛門安慶（松之助）
３代：徳右衛門安順※

４代：徳右衛門順秀（徳助）
５代：徳右衛門武則（豊次郎）
６代：徳右衛門秀之（熊吉・慎太郎）
７代：徳右衛門安秀（定吉）

当主名（幼名）
初代：市郎右衛門安詮（豊三郎）
２代：市郎右衛門定縁（市蔵）
３代：市郎右衛門安則（与四郎・市蔵）

（為七）

４代：市良右衛門（千太郎）

四
八（

二
）



と
を
受
け
継
い
だ
二
代
徳
右
衛
門
安
慶
も
同
じ
く
漆
器
を
扱
っ
た７

。
徳
右
衛
門
家
は
延
享
期
に
関
東
へ
進
出
し
た
と
さ
れ
て
お
り８

、
番
匠
免

村
に
出
店
を
構
え
た
の
は
お
そ
ら
く
二
代
目
徳
右
衛
門
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
本
家
徳
右
衛
門
家
に
お
い
て
平
沼
村
へ
の
新
規
出
店
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
し
か
し
出
店
交
渉
途
中
の
安
永
二
年
（
一
七

七
三
）
九
月
、
初
代
の
父
で
あ
る
四
代
目
徳
右
衛
門
が
死
去
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
初
代
は
借
り
て
い
た
酒
蔵
を
返
却
し
、
酒
造
道
具
一
切

を
売
却
し
て
番
匠
免
を
引
き
払
い
、
店
名
前
を
幾
久
（
菊
）
屋
徳
右
衛
門
と
し
て
平
沼
店
の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
平
沼
店
は
商
売

不
勝
手
の
た
め
借
金
が
か
さ
み
、
店
の
相
続
が
出
来
な
く
な
っ
た
平
沼
村
仁
兵
衛
が
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
屋
敷
地
五
畝
六
歩
、

畑
地
三
畝
八
歩
、
合
計
八
畝
一
四
歩
の
地
所
が
一
六
五
両
で
質
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
初
代
が
引
き
受
け
、
さ
ら
に
そ
こ
に
付
属
す

る
住
居
家
一
ヶ
所
、
見
世
一
棟
、
土
蔵
二
棟
、
水
油
仕
事
場
一
棟
、
そ
の
他
油
道
具
な
ど
を
六
十
両
に
て
買
い
受
け
た９

。
な
お
店
名
前
だ
け

で
な
く
、
初
代
自
身
も
し
ば
ら
く
徳
右
衛
門
と
称
し
て
い
る１０

。
こ
れ
ら
が
と
も
に
市
郎
右
衛
門
と
改
ま
る
の
は
文
化
期
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

で
は
初
代
は
平
沼
店
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
沼
店
で
は
仁
兵
衛
よ
り
仕
事
場
や
道
具
を
譲
り
受
け

た
関
係
か
ら
、
油
絞
業
を
行
っ
て
い
た
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
一
一
月
、
前
沢
藤
十
郎
役
所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
次
の
よ
う
に
こ
た

え
て
い
る１１

。

武
州
葛
飾
郡

弐
郷
半
領
平
沼
村

菊
屋
徳
右
衛
門

（
安
永
三
年
）

（
安
永
四
年
）

右
徳
右
衛
門
儀
、
同
領
番
匠
免
村
罷
在
候
所
、
去
々
午
ノ
一
月
平
沼
村
江
引
越
、
油
之
儀
者
去
ル
未
四
月

絞
り
初
申
候

一
菜
種
之
義
者
多
分
ハ
近
村
ニ
而
手
前
遣
ニ
作
り
候
菜
種
を
持
参
致
、
油
ニ
取
替
申
度
旨
申
聞
候
得
ハ
、
取
替
を
絞
り
申
候
、
右
取
替

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）
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（
虫

損
）

分
絞
り
切
候
而
菜
種
無
之
候
節
者
、
下
総
国
庄
内
領
野
田
町
市
場
ニ
﹇

﹈
宛
相
調
絞
り
申
候

一
絞
り
高
之
儀
者
壱
ヶ
年
ニ
菜
種
百
弐
三
拾
石
程
相
絞
り
、
油
ハ
弐
拾
四
五
石
絞
出
申
候

一
油
捌
方
之
儀
者
多
分
者
近
村
ニ
而
菜
種
ニ
取
替
申
候
、
少
々
茂
残
り
候
油
有
之
候
節
ハ
、
江
戸
深
川
元
場
大
和
屋
伴
次
郎
方
江
差
遣

申
候

一
当
年
菜
種
買
入
直
段
之
義
者
、
金
壱
両
ニ
八
斗
八
升
位

九
斗
位
迄
買
入
申
候

（
虫

損
）

一
当
時
菜
種
有
高
之
儀
者
、
当
年
取
替
候
分
買
入
候
分
共
、
百
弐
三
拾
石
有
之
候
内
、
此
節
絞
り
﹇

﹈
三
拾
石
程
有
之
候
、
野
田

町
ニ
而
買
入
候
菜
種
ハ
凡
八
拾
石
程
買
入
申
候

一
取
替
之
外
菜
種
買
入
候
儀
者
少
分
之
義
ニ
御
座
候
間
、
前
金
等
遣
候
儀
無
御
座
、
現
金
ニ
買
入
申
候
、
尤
仲
買
等
申
者
無
御
座
、
野

（
虫

損
）

田
町
ニ
﹇

﹈
直
買
ニ
仕
候

一
荒
物
商
内
を
重
ニ
仕
、
間
々
ニ
油
絞
り
申
候

一
是
迄
冥
加
永
等
相
納
候
儀
ハ
無
御
座
候
、
此
上
被
仰
付
次
第
当
申
年
分

冥
加
永
上
納
可
仕
候

油
を
絞
り
始
め
た
の
は
店
を
開
い
た
翌
年
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
四
月
か
ら
で
あ
る
。
原
料
と
な
る
菜
種
は
近
村
よ
り
集
め
、
絞
り

油
と
交
換
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ
し
菜
種
が
不
足
す
る
場
合
は
江
戸
川
を
へ
だ
て
た
下
総
国
庄
内
領
野
田
町
市
場
に
て
購
入
し
、

一
方
、
絞
り
油
が
残
っ
た
場
合
は
江
戸
深
川
の
大
和
屋
へ
売
却
し
て
い
る
。
平
沼
村
に
は
古
利
根
川
に
江
戸
運
送
の
河
岸
場
が
あ
り
、
江
戸

ま
で
の
舟
路
は
約
十
里
で
あ
っ
た１２

。
そ
し
て
一
ヶ
年
あ
た
り
一
二
〇
〜
一
三
〇
石
の
菜
種
か
ら
二
四
〜
二
五
石
の
絞
り
油
が
出
来
た
が
、
主

た
る
事
業
は
あ
く
ま
で
も
荒
物
商
売
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
油
絞
業
だ
け
で
な
く
、
販
売
業
も
兼
営
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
出
店
商
売
を
行
う
上
方
出
身
者
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
た１３

。
初
代
の
返
答
か
ら
創
業
よ
り
約
二
十

五
〇（

四
）



年
た
っ
た
平
沼
店
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

武
州
弐
郷
半
領
平
沼
村

一

百
性

徳
右
衛
門

加
藤
佐
渡
守
領
分
江
州
蒲
生
郡
日
野
町

一
本
店

徳
右
衛
門

一
家
内

九

人

一
壱
ヶ
年
商
内
高
凡
五
百
両

右
商
売
躰
、
小
間
物
荒
物
類
水
油

一
高

当
村
屋
敷
地
所
持

右
者
徳
右
衛
門
義
廿
壱
ヶ
年
以
前
安
永
三
午
年
当
地
江
罷
下
り
、
平
沼
村
仁
兵
衛
方

地
面
并
家
蔵
等
一
式
譲
り
請
商
売
渡
世
仕
来
候
、

勿
論
農
業
一
切
不
仕
候
、
右
御
尋
ニ
付
奉
申
上
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

寛
政
六
年
寅
四
月

初
代
は
平
沼
村
へ
移
っ
て
き
た
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
以
来
、
農
業
は
一
切
行
わ
ず
、
仁
兵
衛
か
ら
譲
り
受
け
た
家
財
を
も
と
に
商
売

を
展
開
し
て
き
た
と
し
て
い
る
。
水
油
・
荒
物
の
他
に
新
た
に
小
間
物
も
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
創
業
当
初
の
事
業
内
容
と
さ
ほ
ど
変
化

は
見
ら
れ
な
い
。
商
売
の
規
模
は
年
間
五
百
両
ほ
ど
で
、
奉
公
人
も
抱
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
し
か
し
初
代
が
死
去
す
る
直
前

に
記
し
た
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
「
譲
り
状
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る１４

。

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

五
一（

五
）



譲
り
状

一
金
三
千
四
拾
弐
両
弐
歩
也

吉
川
店
有
金
高

水
車
場
・
酢
造
場
・
徳
用
金
共１５

内
此
訳
ケ

一
金
千
六
百
両
也

市
蔵
江
譲
り
金

一
金
七
百
両
也

徳
蔵
江
同
断

一
金
四
百
五
拾
両
也

三
四
郎
江
同
断

一
金
六
拾
両
也

お
ふ
ぢ
江
同
断

（
マ
マ
）

尤
内
金
拾
両
ハ
先
年
預
り
置
候
、
右
五
拾
金
為
利
足
年
々
金
五
両
ツ
ヽ
被
遣
可
被
下
候

一
金
百
両
也

お
吟
江
譲
り
金

此
者
義
至
而
不
仕
合
成
者
故
不
便
ニ
存
候
故
、
右
金
子
譲
り
置
申
候
、
右
金
子
御
預
り
置
被
成
候
而
、
一
生
御
世
話
被
成
被

遣
可
被
下
候
、
勿
論
為
小
遣
金
年
々
金
弐
両
ツ
ヽ
御
渡
被
成
可
被
下
候

合
金
弐
千
六
百
拾
両
也

右
之
條
々
譲
り
金
分
ケ
致
置
候
、
勿
論
別
紙
ニ
委
細
書
有
之
候
、
徳
蔵
・
三
四
郎
義
ハ
商
売
勘
定
之
上
年
々
歩
分
ケ
被
成
、
勿
論
廿
ヶ

年
ニ
も
及
申
候
ハ
ヽ
、
相
応
之
元
手
金
ニ
も
相
成
可
申
候
、
其
節
商
売
勘
定
之
上
御
分
ケ
可
被
成
候
、
尤
時
節
来
り
相
応
之
屋
敷
有
之

候
ハ
ヽ
御
求
被
成
候
而
普
請
被
成
被
遣
可
被
下
候
、
た
と
へ
別
家
ニ
成
候
と
も
、
右
之
趣
何
事
茂
身
上
一
所
ニ
被
成
候
而
内
込
可
被
成

候
、
右
三
人
替
り

関
東
江
下
り
被
成
御
世
話
専
要
ニ
存
候
、
猶
又
諸
道
具
之
義
ハ
市
蔵
了
簡
次
第
ニ
而
い
ヶ
様
共
御
分
ケ
被
成
、

五
二（

六
）



年
々
心
掛
置
被
成
、
御
買
被
成
、
可
然
与
存
候
、
何
事
も
兄
弟
の
仲
む
つ
ま
し
く
被
成
相
談
被
成
、
兄
の
申
義
を
不
相
背
子
孫
繁
栄
専

要
ニ
存
候
、
為
後
書
置
譲
り
状
如
件

文
化
五
辰
年
三
月

市
郎
右
衛
門

市
蔵
殿

徳
蔵
殿

三
四
郎
殿

又
書
添
商
売
引
当
テ
之
義
者
徳
蔵
江
者
溝
沼
村
水
車
場
ニ
御
座
候

又
商
売
引
当
テ
之
儀
ハ
三
四
郎
江
者
平
沼
村
酢
造
場
歩
分
ケ
半
分
、
彦
野
村
酒
造
場
歩
分
ケ
壱
歩
七
厘
五
毛
之
積
り
ニ
御
座
候
、
為
念

如
此
ニ
記
シ
置
候

文
化
五
辰
年
三
月

又
外
ニ
似
合
敷
商
売
躰
有
之
候
ハ
ヽ
、
相
談
之
上
い
ヶ
様
ニ
も
被
成
可
然
存
候

長
男
市
蔵
（
後
の
二
代
市
郎
右
衛
門
定
縁
）、
次
男
徳
蔵
、
三
男
三
四
郎
、
妻
ふ
ぢ
、
ま
た
長
女
吟
へ
財
産
を
分
与
す
る
と
あ
る１６

。
息
子

た
ち
へ
は
「
何
事
も
兄
弟
の
仲
む
つ
ま
し
く
」
し
な
が
ら
、
長
兄
で
あ
る
市
蔵
に
し
た
が
う
こ
と
が
「
子
孫
繁
栄
」
の
た
め
に
も
大
切
だ
と

説
き
、
そ
の
上
で
徳
蔵
と
三
四
郎
の
商
売
引
当
と
し
て
、
水
車
場
・
酢
造
場
・
酒
造
場
を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
初
代
は
当
初
の
油
絞
業
・

販
売
業
か
ら
水
車
稼
ぎ
や
醸
造
業
へ
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
経
営
規
模
を
順
次
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

水
車
場
は
平
沼
村
か
ら
離
れ
た
新
座
郡
溝
沼
村
（
現
、
埼
玉
県
朝
霞
市
）
に
あ
り
、
幾
久
屋
市
右
衛
門
と
い
う
名
前
で
運
営
さ
れ
て
い
た１７

。

新
座
郡
域
は
武
蔵
野
台
地
の
縁
辺
に
あ
た
る
。
そ
れ
ゆ
え
河
川
や
用
水
な
ど
で
は
適
度
な
水
流
の
落
差
を
得
ら
れ
、
ま
た
台
地
の
畑
で
は
多

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

五
三（

七
）



く
の
穀
類
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
水
車
に
て
穀
類
を
搗
い
た
り
、
粉
挽
き
し
た
り
す
る
、
賃
稼
ぎ
が
盛
ん
で
あ
っ
た１８

。
た
だ
し
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
、
ま
た
い
つ
か
ら
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

一
方
、
平
沼
村
の
酢
造
場
は
も
と
も
と
宇
兵
衛
な
る
人
物
が
営
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
損
金
が
続
い
た
た
め
、
宇
兵
衛
は
初

代
へ
酢
造
場
を
引
き
受
け
て
欲
し
い
と
依
頼
し
た
。
そ
こ
で
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
よ
り
名
義
を
改
め
、
初
代
が
引
き
続
き
酢
造
場
を
相

続
す
る
こ
と
に
な
っ
た１９

。

ま
た
彦
野
村
（
現
、
埼
玉
県
三
郷
市
）
の
酒
造
場
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
享
和
期
に
は
す
で
に
酒
造
業
に
か
か
わ
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る２０

。

こ
の
よ
う
に
初
代
は
平
沼
店
を
拠
点
に
多
店
舗
・
多
業
種
化
を
行
っ
て
い
っ
た
。
特
定
の
事
業
の
み
に
よ
る
経
営
は
、
損
失
が
生
じ
た
際

の
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
危
険
分
散
を
は
か
り
、
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し
た
と
い
え
る２１

。「
譲
り
状
」
の
文
末
に
も
「
又
外
ニ
似
合
敷
商
売

躰
有
之
候
ハ
ヽ
、
相
談
之
上
い
ヶ
様
ニ
も
被
成
可
然
存
候
」
と
記
し
、
柔
軟
な
事
業
展
開
が
今
後
も
市
蔵
を
中
心
に
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
の
ぞ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
「
譲
り
状
」
を
記
し
た
九
ヶ
月
後
に
初
代
は
死
去
す
る
。
享
年
六
四
で
あ
っ
た
。

第
二
章

「
勘
定
品
数
帳
」
に
み
る
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営

西
村
市
郎
右
衛
門
家
で
は
毎
年
一
月
に
前
年
の
勘
定
改
め
を
行
っ
て
お
り
、
天
明
七
〜
文
化
一
〇
年
（
一
七
八
七
〜
一
八
一
三２２

）、
文
化

一
一
〜
嘉
永
二
年
（
一
八
一
四
〜
一
八
四
九２３

）、
嘉
永
三
〜
慶
応
二
年
（
一
八
五
〇
〜
一
八
六
六２４

）、
慶
応
三
・
四
（
明
治
元
）
年
（
一
八
六

七
・
一
八
六
八２５

）
分
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
「
勘
定
品
数
帳
」
が
合
計
四
冊
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
帳
簿
の
記
載
方
法
は
年
に
よ
り
多
少
異
な

る
が
、
お
お
む
ね
有
金
・
平
沼
店
の
商
品
在
庫
・
貸
付
金
な
ど
の
資
産
を
ま
ず
列
挙
し
、
そ
の
上
で
借
入
金
な
ど
負
債
を
差
し
引
き
、
純
資

五
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産
を
算
出
し
て
い
る
。
安
永
九
〜
寛
政
八
年
（
一
七
八
〇
〜
一
七
九
六
）
の
「
勘
定
下
書
留２６

」
を
含
め
れ
ば
、
経
営
に
か
か
わ
る
収
益
ま
で

は
判
明
し
な
い
に
し
て
も
、
近
世
期
に
お
け
る
市
郎
右
衛
門
家
の
資
産
状
況
と
事
業
展
開
を
概
観
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
「
勘

定
品
数
帳
」
を
中
心
に
、
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

【
表
２
】
は
「
勘
定
下
書
留
」
と
「
勘
定
品
数
帳
」
か
ら
純
資
産
の
み
を
取
り
出
し
て
い
る
。
純
資
産
は
天
保
期
半
ば
に
加
速
度
を
増
し

な
が
ら
順
調
な
の
び
を
示
し
、
嘉
永
三
・
四
年
（
一
八
五
〇
・
一
八
五
一
）
に
は
五
七
〇
〇
両
台
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、

二
千
両
以
上
大
幅
に
減
少
し
、
安
政
期
は
三
六
〇
〇
両
前
後
を
推
移
し
て
い
る
。
そ
し
て
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
さ
ら
に
五
百
両
ほ
ど

減
少
し
三
一
八
三
両
に
ま
で
落
ち
込
み
、
そ
の
後
再
び
増
加
に
転
じ
る
。
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
純
資
産
が
変
動
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
【
表
３
】
は
「
勘
定
品
数
帳
」
で
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
、
平
沼
店
の
主
要
な
商
品
在
庫
高
を
掲
出
し
た
。

売
上
高
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
の
在
庫
高
だ
け
で
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
を
直
接
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
の
史
料

で
も
情
報
を
補
い
な
が
ら
、
初
代
以
降
の
平
沼
店
の
事
業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
よ
う
。

平
沼
店
で
は
開
店
当
初
よ
り
油
絞
業
と
販
売
業
（
水
油
・
荒
物
・
小
間
物
）
を
兼
営
し
て
き
た
が
、「
水
油
」・「
店
代
呂
物
」
以
外
に
「
有

質
」
が
常
に
大
き
く
計
上
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
質
屋
業
も
あ
わ
せ
て
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
質
屋
は
農
村
に
お
け
る
身
近
な

金
融
機
関
で
あ
り
、
農
間
余
業
と
し
て
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
質
物
や
利
率
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、
市
郎
右
衛
門
家
の
場
合
、

規
模
の
小
さ
な
質
屋
（
子
質
屋
）
へ
資
金
を
融
通
す
る
親
質
屋
の
役
割
を
担
っ
て
い
た２７

。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
資
金
融
通
を
依
頼
し

て
き
た
葛
飾
郡
広
嶋
村
（
現
、
埼
玉
県
吉
川
市
）
伊
右
衛
門
の
事
例
を
見
て
み
る２８

。

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

五
五（

九
）



0

17
80
17
85
17
90
17
95
18
00
18
05
18
10
18
15
18
20
18
25
18
30
18
35
18
40
18
45
18
50
18
55
18
60
18
65

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

純資産の推移�

年�

両
�

【表２】 純資産
年 両 年 両 年 両

安永９年 １７８０ ７２２
天明元年 １７８１ ８０５
天明２年 １７８２ ６９０
天明３年 １７８３ ６８０
天明４年 １７８４ ７３５
天明５年 １７８５ ７９９
天明６年 １７８６ ８０９
天明７年 １７８７ ９１５
天明８年 １７８８ ９７４
寛政元年 １７８９ １，０６４
寛政２年 １７９０ １，１２３
寛政３年 １７９１ １，２０４
寛政４年 １７９２ １，２４９
寛政５年 １７９３ １，２３７
寛政６年 １７９４ １，３６１
寛政７年 １７９５ １，４４８
寛政８年 １７９６ １，５６８
寛政９年 １７９７ １，６４２
寛政１０年 １７９８ １，７３３
寛政１１年 １７９９ １，８２８
寛政１２年 １８００ １，９５４
享和元年 １８０１ ２，０６４
享和２年 １８０２ ２，０９４
享和３年 １８０３ ２，１９７
文化元年 １８０４ ２，２３２
文化２年 １８０５ ２，２７６
文化３年 １８０６ ２，３１６
文化４年 １８０７ ２，３５７
文化５年 １８０８ ２，３３０
文化６年 １８０９ ２，３３４

文化７年 １８１０ ２，４４０
文化８年 １８１１ ２，５０２
文化９年 １８１２ ２，５７６
文化１０年 １８１３ ２，６９４
文化１１年 １８１４ ２，７８４
文化１２年 １８１５ ２，８５１
文化１３年 １８１６ ２，９３８
文化１４年 １８１７ ２，９６５
文政元年 １８１８ ２，９７５
文政２年 １８１９ ３，０４３
文政３年 １８２０ ３，１０１
文政４年 １８２１ ３，１３１
文政５年 １８２２ ３，１５７
文政６年 １８２３ ３，２３７
文政７年 １８２４ ３，３０６
文政８年 １８２５ ３，３５８
文政９年 １８２６ ３，４００
文政１０年 １８２７ ３，４２０
文政１１年 １８２８ ３，４８０
文政１２年 １８２９ ３，５３０
天保元年 １８３０ ３，４６９
天保２年 １８３１ ３，５６９
天保３年 １８３２ ３，６８８
天保４年 １８３３ ３，７２６
天保５年 １８３４ ３，８１２
天保６年 １８３５ ３，８１６
天保７年 １８３６ ３，８４８
天保８年 １８３７ ４，０２２
天保９年 １８３８ ４，３５７
天保１０年 １８３９ ４，４７８

天保１１年 １８４０ ４，５９７
天保１２年 １８４１ ４，７１３
天保１３年 １８４２ ４，８７９
天保１４年 １８４３ ５，０‐９
弘化元年 １８４４ ５，１２４
弘化２年 １８４５ ５，２４０
弘化３年 １８４６ ５，２８９
弘化４年 １８４７ ５，４４０
嘉永元年 １８４８ ５，５‐‐
嘉永２年 １８４９ ５，６９７
嘉永３年 １８５０ ５，７９１
嘉永４年 １８５１ ５，７３４
嘉永５年 １８５２ ３，６３６
嘉永６年 １８５３ ３，６９４
安政元年 １８５４ ３，６０９
安政２年 １８５５ ３，６４‐
安政３年 １８５６ ３，５７４
安政４年 １８５７ ３，５７３
安政５年 １８５８ ３，５８８
安政６年 １８５９ ３，６１２
万延元年 １８６０ ３，１８３
文久元年 １８６１ ３，２６２
文久２年 １８６２ ３，４６７
文久３年 １８６３ ３，７６８
元治元年 １８６４ ４，１３３
慶応元年 １８６５ ４，４９６
慶応２年 １８６６ ５，１４０
慶応３年 １８６７ ５，３７４
慶応４年 １８６８ ５，１９２

出典：「勘定下書留」（＃１９０）・「勘定品数帳」（＃１７５・１７９・１８６・１８８）
備考：両未満については切り捨てた。

虫損のため解読できない箇所は「‐」とした。
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【表３】 平沼店商品在庫高
両

店代呂物
３４９
３８９
４４２
４７０
５１１
４８６
５４９
５６４
４５７
４５９
５３２
５９５
５８２
５５９
６３１
‐
‐
６９２
６４９
６５３
７３３
８０８
７７８
７５８
７５９
６７７
７９２
７７‐
８０２
１，‐‐３
９５‐
６３５
８３１
８３６
１，１６３
１，６９５
１，６００
２，４９１
２，７０９
２，６０３
１，７３０

出典：「勘定品数帳」（＃１７５・１７９・１８６・１８８）
備考：両未満については切り捨てた。

虫損のため解読できない箇所は「‐」とした。

水 油
１２４
１９４
１７０
１１７
１９９
２２７
２３８
１９９
３００
２９５
２７９
１５０
３１５
３２３
３１‐
３０１
２７６
２‐５
２９０
２１２
３２６
３１７
１８０
２７１
１６９
２７１
２２７
２５０
２７２
１８１
１８５
２７７
２５７
３３７
４９３
３０３
４９５
４３１
７９１
７８６
４４１

有 質
１，２２６
９５２
９８２
１，０９５
１，１０３
９０９
１，００１
１，１０７
１，２４０
１，１７９
１，０７１
１，３０９
１，４０１
１，３４８
１，５１８
１，５６３
１，４３４
１，４０８
１，４７５
‐

１，０９０
１，１７７
９９９
１，１０３
１，１３６
９７６
９７２
９０２
７９３
７３５
９６４
９８１
９２４
６２９
５２２
５８７
６１６
５１１
７００
１，３７４
７８６

年

１８２８
１８２９
１８３０
１８３１
１８３２
１８３３
１８３４
１８３５
１８３６
１８３７
１８３８
１８３９
１８４０
１８４１
１８４２
１８４３
１８４４
１８４５
１８４６
１８４７
１８４８
１８４９
１８５０
１８５１
１８５２
１８５３
１８５４
１８５５
１８５６
１８５７
１８５８
１８５９
１８６０
１８６１
１８６２
１８６３
１８６４
１８６５
１８６６
１８６７
１８６８

文政１１年
文政１２年
天保元年
天保２年
天保３年
天保４年
天保５年
天保６年
天保７年
天保８年
天保９年
天保１０年
天保１１年
天保１２年
天保１３年
天保１４年
弘化元年
弘化２年
弘化３年
弘化４年
嘉永元年
嘉永２年
嘉永３年
嘉永４年
嘉永５年
嘉永６年
安政元年
安政２年
安政３年
安政４年
安政５年
安政６年
万延元年
文久元年
文久２年
文久３年
元治元年
慶応元年
慶応２年
慶応３年
慶応４年

両
店代呂物
１７１
１９１
２１１
１８２
１８４
２０４
２０２
２０５
２０２
１８８
２０３
１９５
２２３
２５２
２６８
２５５
２６２
３０５
２８９
３２７
３１９
３４０
３６６
３４３
３４５
３４１
３７５
３８３
３５１
３４３
３０５
３１５
３１１
３１０
３１７
３５７
３３２
３２０
３２６
３８６
４１６

水 油
０
３
３４
１０２
３４
６５
２７
８６
１０６
７５
８６
６１
８３
８５
８０
９２
１１３
１５８
１３２
１００
１０９
１０９
９２
６９
９６
１４６
１１５
１２７
１３３
１１７
７６
６４
１０８
１２８
１９９
１１９
８６
１０７
８３
１０９
１２４

有 質
２１６
３０９
４１３
５６０
６２８
４９５
７３１
７１８
６３８
５８６
７８１
８４３
６３１
６２５
６５８
９８７
６９５
６７０
６１０
６５９
７４４
８１４
１，００３
９６２
９７２
１，１０３
８６０
８４２
８６６
９９４
９５４
９４７
９８１
９６５
９５１
１，０２６
１，１１８
１，１０５
１，０６８
１，０６２
１，１８３

年

１７８７
１７８８
１７８９
１７９０
１７９１
１７９２
１７９３
１７９４
１７９５
１７９６
１７９７
１７９８
１７９９
１８００
１８０１
１８０２
１８０３
１８０４
１８０５
１８０６
１８０７
１８０８
１８０９
１８１０
１８１１
１８１２
１８１３
１８１４
１８１５
１８１６
１８１７
１８１８
１８１９
１８２０
１８２１
１８２２
１８２３
１８２４
１８２５
１８２６
１８２７

天明７年
天明８年
寛政元年
寛政２年
寛政３年
寛政４年
寛政５年
寛政６年
寛政７年
寛政８年
寛政９年
寛政１０年
寛政１１年
寛政１２年
享和元年
享和２年
享和３年
文化元年
文化２年
文化３年
文化４年
文化５年
文化６年
文化７年
文化８年
文化９年
文化１０年
文化１１年
文化１２年
文化１３年
文化１４年
文政元年
文政２年
文政３年
文政４年
文政５年
文政６年
文政７年
文政８年
文政９年
文政１０年

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

五
七（
一
一
）



入
置
申
一
札
之
事

一
此
度
私
義
勝
手
を
以
貴
殿
江
質
物
相
送
り
申
度
旨
達
而
申
入
候
得
者
御
承
知
被
下
忝
奉
存
候
、
し
か
る
処
、
右
質
物
高
直
成
も
の
数

多
有
之
、
私
方
よ
り
書
付
差
遣
札
通
り
ニ
者
金
子
御
借
渡
シ
難
被
成
旨
御
尤
ニ
奉
存
候
、
依
之
私
方

申
入
候
者
、
何
連
之
質
物
ニ

而
も
札
通
り
ニ
而
金
子
借
用
申
し
候
上
ハ
、
貴
殿
方
江
少
シ
も
御
損
等
決
而
相
立
申
間
敷
候
、
若
流
質
有
之
候
者
私
方
ニ
而
御
返
し

可
申
候
、
万
一
壱
品
た
り
共
流
レ
候
ハ
ヽ
、
外
質
物
御
差
留
御
払
可
被
成
候
、
左
候
上
元
利
金
調
達
不
仕
候
ハ
ヽ
、
急
度
私
方

是

金
相
済
可
申
候
、
依
之
請
人
ヲ
立
一
札
入
置
申
所
、
如
件

天
明
六
年
午
二
月

松
伏
領
広
嶋
村

質
物
送
り
金
子
借
り
主

伊
右
衛
門
�印

請
人

八
右
衛
門
�印

弐
郷
半
領
平
沼
町

幾
久
屋
徳
右
衛
門
殿

質
物
を
送
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
了
解
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
高
価
な
質
物
が
多
い
こ
と
か
ら
、
伊
右
衛
門
が
希
望
す
る
額

を
借
り
受
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
伊
右
衛
門
は
、
も
し
質
流
れ
に
な
っ
て
も
幾
久
屋
へ
決
し
て
迷
惑
は
か
け

な
い
と
し
て
、
請
け
人
を
立
て
て
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。
こ
の
伊
右
衛
門
に
は
じ
ま
り
、
近
世
期
に
市
郎
右
衛
門
家
の
子
質
屋
と
な
っ
た

者
は
合
計
五
十
名
に
の
ぼ
る
。
二
郷
半
領
お
よ
び
古
利
根
川
西
岸
村
々
に
て
「
農
業
之
間
慥
成
百
姓
質
取
来
候
処
、
元
手
金
手
廻
り
兼
」
ね

五
八（
一
二
）



た
者
た
ち
で
あ
っ
た２９

。

む
ろ
ん
同
時
期
に
五
十
名
の
子
質
屋
と
取
引
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
子
質
屋
は
親
質
屋
の
中
で
も
河
岸
や
川
筋
村
の
親
質
屋

を
選
ん
で
取
引
す
る
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る３０

。
平
沼
村
は
古
利
根
川
筋
に
あ
り
、
市
郎
右
衛
門
家
も
そ
の
条
件
に
該
当
す
る
。
ま
た
葛
飾
郡

川
藤
村
（
現
、
埼
玉
県
吉
川
市
）
吉
左
衛
門
の
よ
う
に
、「
農
業
之
間
慥
成
百
性
質
取
候
而
渡
世
仕
度
奉
願
出
候
ニ
付
、
其
段
御
取
締
御
出

役
様
江
奉
願
上
置
候
所
、
然
上
者
元
手
金
手
廻
兼
候
節
盤
、
貴
殿
方
江
送
り
質
い
た
し
候
」
と３１

、
文
政
改
革
以
降
の
関
東
取
締
出
役
に
よ
る

質
屋
統
制
下
で３２

、
市
郎
右
衛
門
家
の
子
質
屋
と
な
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
市
郎
右
衛
門
家
は
二

郷
半
領
周
辺
で
あ
る
程
度
規
模
の
大
き
な
親
質
屋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
「
有
質
」
高
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
一
五
六
三
両
を
最
高
に
、
次
第
に
減
少
し
て
い
く
。
一
方
、「
水
油
」・「
店
代
呂

物
」
高
は
、
そ
の
後
も
増
加
を
続
け
る
。
特
に
「
店
代
呂
物
」
高
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
一
度
千
両
台
に
の
ぼ
り
そ
の
後
減
少
、

文
久
期
以
降
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。「
店
代
呂
物
」
は
平
沼
店
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
荒
物
・
小
間
物
類
を
さ
す
。
そ
の
中
で
も
特
徴

的
な
商
品
と
し
て
莚
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
郷
半
領
は
武
州
米
の
産
地
で
も
あ
り
、
莚
や
縄
と
い
っ
た
藁
工
品
の
生
産
が
農
間
余
業
と
し
て
さ

か
ん
で
あ
っ
た３３

。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
「
莚
売
帳
」
を
見
る
と
、
足
利
・
佐
野
・
藤
岡
（
以
上
、
下
野
国
）、
館
林
（
上
野
国
）、
熊

谷
・
忍
・
行
田
・
加
須
・
鴻
巣
・
幸
手
（
以
上
、
武
蔵
国
）、
古
河
（
下
総
国
）
と
い
っ
た
地
名
が
見
受
け
ら
れ
、
市
郎
右
衛
門
家
は
北
関

東
に
販
売
網
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る３４

。

な
お
取
引
先
の
中
に
は
荒
物
屋
と
い
っ
た
屋
号
に
ま
じ
り
、
忍
の
日
野
屋
庄
右
衛
門
・
行
田
の
日
野
屋
又
右
衛
門
・
熊
谷
の
島
屋
喜
兵
衛

の
名
前
も
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
蒲
生
郡
内
池
村
（
現
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
鈴
木
忠
右
衛
門
の
出
店
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

で
酒
造
業
が
営
ま
れ
て
い
た３５

。
莚
は
酒
樽
を
保
護
す
る
た
め
に
巻
い
て
用
い
る
な
ど
、
酒
造
業
で
は
必
需
品
と
な
る
。
市
郎
右
衛
門
家
で
は

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

五
九（
一
三
）



出
店
周
辺
の
産
物
で
あ
る
莚
の
需
要
を
、
関
東
で
醸
造
業
を
展
開
す
る
日
野
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
見
出
し
、
こ
れ
ら
を
結
び
つ
け

た
と
い
え
る
。

さ
て
「
勘
定
品
数
帳
」
の
商
品
在
庫
高
は
、「
有
質
」
高
が
弘
化
期
よ
り
減
少
し
、「
店
代
呂
物
」
高
が
幕
末
期
に
か
け
急
増
す
る
。「
有

質
」
高
と
「
店
代
呂
物
」
高
の
変
化
は
、
純
資
産
が
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
嘉
永
・
安
政
期
を
挟
む
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
後
し
て
お
こ
っ
て

い
る
と
も
見
て
取
れ
る
。
た
だ
し
純
資
産
の
減
少
は
「
有
質
」
高
の
減
少
幅
以
上
に
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
商
品
在
庫
高
が
純
資
産
の
変
動
に

直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
市
郎
右
衛
門
家
で
展
開
さ
れ
る
平
沼
店
以
外
の
事
業
に
つ
い

て
も
見
て
み
よ
う
。

市
郎
右
衛
門
家
が
水
車
稼
ぎ
の
他
、
酢
や
酒
と
い
っ
た
醸
造
業
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。「
勘
定
品
数
帳
」

か
ら
は
、
こ
れ
ら
平
沼
店
以
外
で
展
開
さ
れ
る
事
業
へ
の
貸
付
額
が
わ
か
る
。【
表
４
】
は
水
車
稼
ぎ
・
酢
造
業
・
酒
造
業
に
か
か
わ
る
個

別
貸
付
先
と
そ
の
金
額
を
、「
有
質
」
高
が
減
り
始
め
る
以
前
の
天
保
期
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。

同
じ
貸
付
先
で
あ
っ
て
も
、
年
に
よ
り
そ
の
記
載
名
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
判
然
と
し
な
い
部
分
も
多
い
が
、
ま
ず
水
車
稼
ぎ
は
、

「
中
弥
」
な
る
人
物
へ
の
貸
付
二
五
五
両
が
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
か
ら
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
中
弥
」
へ
の
貸
付
は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
も
一
九
〇
両
あ
り
、「
損
金
」
と
明
記
し
て
い
る
年
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は

長
期
間
に
わ
た
り
返
済
不
能
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
醸
造
業
で
は
、
平
沼
村
酢
造
場
と
思
わ
れ
る
「
酢
蔵
」
へ
天
保
六
年
（
一

八
三
五
）
よ
り
四
〇
両
（
天
保
一
一
・
一
二
年
は
三
九
両
）、
彦
野
村
酒
造
場
と
思
わ
れ
る
「
彦
野
蔵
」
へ
は
天
保
二
年
よ
り
二
一
六
両
（
天

保
元
年
は
二
四
一
両
）、
と
も
に
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
ま
で
貸
付
が
続
く
。
し
か
し
両
蔵
へ
の
貸
付
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）

よ
り
合
算
さ
れ
、
嘉
永
四
年
ま
で
「
諸
方
貸
損
金
」
な
ど
と
し
て
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
天
保
期
の
段
階
に
お
い

六
〇（
一
四
）



【
表
４
】
貸
付
金

備
考

番
匠
免
酢
蔵
引
請

溝
沼
水
車
増
井
江
貸
・
下
川
岸
酢
蔵
引
受

岩
井
酒
蔵
引
受

岩
井
火
災

出
典
：「
勘
定
品
数
帳
」
(＃
１７９
・
１８６
・
１８８
）

「
年
記
」
(＃
な
し
）

備
考
：
・
両
未
満
に
つ
い
て
は
切
り
捨
て
た
。

・
安
政
２
年
嵯
峨
屋
・
安
政
４
年
間
中
蔵
の
貸
付
高
は
虫
損
の
た
め
解
読
で
き
な
い
。

酒
造
業
（
両
）

彦
野
店
２４１

彦
野
蔵
損
金
２１６

彦
野
蔵
損
金
２１６

彦
野
蔵
損
金
２１６

彦
野
蔵
損
金
２１６

彦
野
蔵
損
金
２１６

彦
野
蔵
２１６

彦
野
蔵
２１６

彦
野
蔵
２１６

彦
野
蔵
２１６

彦
野
蔵
２１６

彦
野
蔵
損
金
２１６

酒
造
場
３２３

間
中
蔵
７１５

間
中
蔵
７４６
・
嵯
彦
殿
入
金
２００

酒
造
方
１０８１

・
嵯
彦
殿
４５０

間
中
蔵
１０１５

・
嵯
峨
屋
７５０

間
中
蔵
７１２
・
嵯
峨
屋
７５０

嵯
峨
屋
５５０

嵯
峨
屋
５５０

嵯
峨
屋
５ ５０
・
間
中
蔵
１３３

嵯
峨
屋
[]３１
・
間
中
蔵
４

嵯
峨
屋
６３１
・
間
中
蔵
６

嵯
峨
屋
６３１
・
間
中
[]２

嵯
峨
屋
６３１
・
岩
井
４６

嵯
峨
屋
６５６
・
岩
井
６０

嵯
峨
屋
６５６
（
同
額
差
引
処
理
あ
り
）・
岩
井
１１４

岩
井
１０９

岩
井
蔵
１２５

岩
井
蔵
１０３

岩
井
蔵
２００

岩
井
蔵
１２６

酒
造
場
３１４

貸
金
無
尽
損
金
酢
蔵
彦
野
損
金
９０８

貸
金
酢
蔵
彦
野
損
金
９０８

酢
蔵
彦
野
損
金
９０８

貸
金
酢
蔵
彦
野
損
金
３５０

彦
野
損
金
貸
損
４３１

彦
野
蔵
并
貸
金
損
４９９

彦
野
損
金
諸
方
貸
損
４９９

諸
方
貸
〆
５７１

諸
方
貸
〆
６０４

諸
方
貸
損
金
６０４

酢
造
業
（
両
）

酢
造
場
４５

酢
蔵
２

酢
蔵
損
金
４０

酢
造
場
４０

酢
蔵
損
金
４０

酢
蔵
４０

酢
蔵
４０

酢
蔵
３９

酢
蔵
損
金
３９

酢
蔵
入
金
４８５

酢
蔵
５１７

番
匠
免
酢
蔵
５１４
・
川
酢
蔵
２３３

酢
蔵
入
金
３２５
・
川
酢
蔵
２４７

堀
切
蔵
３６４
・
川
酢
蔵
２９

堀
切
蔵
２１９
・
川
酢
蔵
損
金
６

堀
切
蔵
１１ １

堀
切
蔵
７８

堀
切
蔵
５１

堀
切
蔵
６１

堀
切
蔵
１２０

酢
蔵
１２０

酢
蔵
１３４

堀
切
蔵
９０

酢
蔵
１６４

酢
蔵
２０４

酢
蔵
２８

酢
く
ら
１２

酢
蔵
１１２

酢
造
場
４５１

水
車
稼
ぎ
（
両
）

溝
沼
店
２０７
・
中
弥
殿
１９０

水
車
中
弥
殿
損
金
２５５

水
車
中
弥
殿
損
金
２５５

水
車
中
弥
殿
損
金
２５５

水
車
中
弥
殿
損
金
２５５

水
車
損
中
弥
殿
貸
金
２５５

水
車
中
弥
殿
貸
金
２５５

水
車
中
弥
殿
貸
金
２５５

水
車
中
弥
殿
か
し
金
２５５

水
車
中
弥
殿
貸
金
２５５

水
車
中
弥
殿
２５５

水
車
中
弥
殿
貸
金
２５５

水
車
中
弥
殿
２５５

水
車
中
弥
殿
２５５

水
車
中
弥
殿
２５５

水
車
中
弥
殿
２５５

中
弥
殿
２５５

み
そ
沼
３３５
・
中
弥
殿
２５５

中
弥
殿
２５５

中
弥
殿
２５５
・
水
車
方
７

中
弥
殿
２５５
・
み
そ
沼
店
２００

溝
沼
３８４
・
中
弥
殿
２５５

み
そ
沼
１２９

溝
沼
店
８５

年
１８３０
１８３１
１８３２
１８３３
１８３４
１８３５
１８３６
１８３７
１８３８
１８３９
１ ８４０
１８４１
１８４２
１８４３
１８４４
１８４５
１８４６
１８４７
１８４８
１８４９
１８５０
１８５１
１８５２
１８５３
１８５４
１８５５
１８５６
１８５７
１８５８
１８５９
１８６０
１８６１
１８６２
１８６３
１８６４
１８ ６５
１８６６
１８６７
１８６８

天
保
元
年

天
保
２
年

天
保
３
年

天
保
４
年

天
保
５
年

天
保
６
年

天
保
７
年

天
保
８
年

天
保
９
年

天
保
１０
年

天
保
１１
年

天
保
１２
年

天
保
１３
年

天
保
１４
年

弘
化
元
年

弘
化
２
年

弘
化
３
年

弘
化
４
年

嘉
永
元
年

嘉
永
２
年

嘉
永
３
年

嘉
永
４
年

嘉
永
５
年

嘉
永
６
年

安
政
元
年

安
政
２
年

安
政
３
年

安
政
４
年

安
政
５
年

安
政
６
年

万
延
元
年

文
久
元
年

文
久
２
年

文
久
３
年

元
治
元
年

慶
応
元
年

慶
応
２
年

慶
応
３
年

慶
応
４
年近

世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

六
一（
一
五
）



て
、
平
沼
店
以
外
で
展
開
さ
れ
る
事
業
、
水
車
稼
ぎ
・
酢
造
業
・
酒
造
業
の
す
べ
て
で
、
恒
常
的
な
損
金
、
不
良
資
産
を
か
か
え
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
一
方
で
市
郎
右
衛
門
家
で
は
、
天
保
期
末
か
ら
弘
化
期
に
か
け
新
た
な
蔵
へ
の
貸
付
を
は
じ
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
早
い
の
は
、「
勘

定
品
数
帳
」
の
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
登
場
す
る
「
酢
蔵
」
で
あ
る
。
な
お
平
沼
村
酢
造
場
は
損
金
と
し
て
別
項
目
が
立
て
ら
れ
て

い
る
た
め
、
こ
の
天
保
一
四
年
の
「
酢
蔵
」
と
平
沼
村
酢
造
場
は
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
ど
こ
の
酢
蔵
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
市
郎
右
衛
門
家
で
は
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
よ
り
番
匠
免
村
の
酢
蔵
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り３６

、
弘
化
二
年
（
一
八

四
五
）
に
は
「
番
匠
免
酢
蔵
」
へ
の
貸
付
記
載
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
沼
村
で
は
な
く
番
匠
免
村
の
酢
蔵
を
さ
し
て
い
よ
う
。
ま
た
そ

の
後
、「
勘
定
品
数
帳
」
で
は
「
酢
蔵
」
に
混
じ
っ
て
「
堀
切
蔵
」
と
い
う
蔵
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
く
番
匠
免
村
の
酢
蔵
と

考
え
ら
れ
る
。

な
お
番
匠
免
村
の
酢
蔵
は
幾
久
屋
市
平
の
名
前
で
営
ま
れ
、
明
治
期
以
降
も
市
郎
右
衛
門
家
の
事
業
と
し
て
続
く３７

。
つ
ま
り
こ
の
貸
付
の

開
始
は
、
平
沼
村
酢
造
場
に
か
わ
る
新
規
酢
造
経
営
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
よ
り
「
川

酢
蔵
」
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
酢
蔵
の
所
在
地
は
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、「
彦
野
損
金
貸
損
」
と
は
別
に
「
酒
造
場
」
へ
の
貸
付
三
二
三
両
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
酒
造
場
」
は
同

年
に
「
岩
井
酒
蔵
」
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら３８

、
そ
の
後
「
勘
定
品
数
帳
」
で
見
ら
れ
る
「
岩
井
」
お
よ
び
「
岩
井
蔵
」
と
同
じ
蔵
で

あ
ろ
う
。
な
お
「
岩
井
蔵
」
は
、
下
総
国
猿
島
郡
岩
井
村
（
現
、
茨
城
県
板
東
市
）
で
酒
造
業
を
営
む
間
中
家
の
蔵
と
考
え
ら
れ３９

、「
勘
定

品
数
帳
」
の
「
間
中
蔵
」
も
ま
た
同
じ
蔵
を
さ
し
て
い
よ
う
。「
間
中
蔵
酒
造
勘
定
書４０

」
な
ど
が
市
郎
右
衛
門
家
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
酢
造
業
同
様
、
彦
野
酒
造
場
に
か
わ
り
新
規
酒
造
経
営
を
間
中
蔵
に
て
は
じ
め
た
も
の
と
い
え
る
。

六
二（
一
六
）



さ
ら
に
水
車
稼
ぎ
で
も
新
規
の
貸
付
が
見
ら
れ
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
溝
沼
村
水
車
場
を
「
増
井
」
へ
貸
し
た
こ
と
か
ら４１

、「
み

そ
沼
」
や
「
溝
沼
店
」
の
記
載
が
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
よ
り
再
び
「
勘
定
品
数
帳
」
に
登
場
す
る
。
た
だ
し
水
車
場
は
嘉
永
七
年
（
一

八
五
四
）
一
〇
月
に
鑑
札
・
建
物
・
道
具
類
を
板
橋
宿
上
総
屋
卯
兵
衛
へ
二
三
五
両
で
売
却
し
て
い
る４２

。「
勘
定
品
数
帳
」
で
は
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
を
最
後
に
水
車
稼
ぎ
に
関
す
る
記
載
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
市
郎
右
衛
門
家
で
は
天
保
期
末
か
ら
弘
化
期
に
か
け
て
、
新
規
事
業
に
着
手
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
こ
の
時

期
に
平
沼
店
の
「
有
質
」
高
が
減
少
し
は
じ
め
る
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
動
き
は
一
連
の
も
の
で
あ
り
、
水
車

稼
ぎ
・
醸
造
業
で
生
じ
て
い
た
不
良
資
産
を
整
理
す
る
た
め
に
、
市
郎
右
衛
門
家
全
体
で
そ
の
経
営
の
見
直
し
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

不
良
資
産
そ
の
も
の
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
「
諸
方
貸
損
金
」
六
〇
四
両
・「
中
弥
殿
」
二
五
五
両
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な

る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
純
資
産
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
不
良
資
産
が
こ
の
年
よ
り
資
産
へ
計
上
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

が
大
き
い
。
ま
た
嘉
永
五
年
は
そ
れ
ま
で
七
百
〜
千
両
近
く
あ
っ
た
「
岩
井
（
間
中
）
蔵
」
へ
の
貸
付
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

も
嘉
永
五
年
の
純
資
産
減
少
に
影
響
し
て
い
る
が
、
貸
付
が
な
く
な
っ
た
原
因
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
他
の
新
規
蔵
へ
の
貸
付
を
見
て
も
、

貸
付
開
始
か
ら
数
年
は
そ
の
額
も
大
き
い
が
、
次
第
に
減
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。「
岩
井
蔵
」
の
場
合
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
火

災
に
遭
っ
て
お
り４３

、
初
期
投
資
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
嘉
永
五
年
に
一
段
落
し
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
純
資
産
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
さ
ら
に
減
少
す
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
屋
彦
太
郎
へ
の
貸
付
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
嵯
峨
屋

は
市
郎
右
衛
門
家
と
酒
造
業
を
通
じ
て
取
引
が
あ
り
、
江
戸
南
新
堀
一
丁
目
に
店
を
構
え
て
い
た４４

。
し
か
し
借
金
が
か
さ
み
相
続
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
市
郎
右
衛
門
家
が
店
の
仕
法
を
つ
け
る
に
い
た
る４５

。「
勘
定
品
数
帳
」
で
は
こ
の
年
に
「
嵯

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

六
三（
一
七
）



彦
殿
入
金
」
二
〇
〇
両
の
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
嵯
峨
屋
へ
の
貸
付
は
万
延
元
年
の
六
五
六
両
ま
で
続
く
。
た
だ
し
万
延
元
年
は
「
勘
定
品

数
帳
」
中
で
負
債
勘
定
と
は
別
に
同
額
の
六
五
六
両
が
差
引
処
理
さ
れ
て
い
る
。
嵯
峨
屋
へ
の
貸
付
は
こ
の
年
に
整
理
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

前
年
に
く
ら
べ
て
純
資
産
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
勘
定
品
数
帳
」
よ
り
分
か
り
う
る
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
ろ
う
。
創
業
以
来
、
平
沼
店
に
て
油
絞
業
・
質
屋

業
・
販
売
業
を
兼
営
し
、
そ
れ
以
外
に
も
水
車
稼
ぎ
や
醸
造
業
に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
が
、
天
保
期
に
は
平
沼
店
以
外
の
事
業
に
お
い
て
不

良
資
産
を
か
か
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
天
保
期
末
よ
り
市
郎
右
衛
門
家
の
事
業
全
体
が
再
検
討
さ
れ
る
。
平
沼
店
の
質
屋
業
を
見
直
し
、

新
規
事
業
へ
の
参
入
を
は
か
り
な
が
ら
、
不
良
資
産
の
整
理
を
行
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
純
資
産
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

経
営
そ
の
も
の
は
健
全
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
市
郎
右
衛
門
家
の
純
資
産
は
幕
末
期
よ
り
再
び
増
加
へ
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

お

わ

り

に

さ
て
西
村
市
郎
右
衛
門
家
で
は
天
保
期
末
以
降
、
経
営
の
見
直
し
を
は
か
る
に
い
た
る
が
、
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
当
該
期
の
当
主
に
つ
い

て
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
不
良
資
産
を
か
か
え
て
し
ま
っ
た
天
保
期
の
当
主
は
、
二
代
市
郎
右
衛
門
定
縁
に
あ
た
る
。
そ
の
後
の
新
規

事
業
参
入
な
ど
も
、
こ
の
二
代
目
が
着
手
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
代
目
自
身
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
享
年
七
三
で
死
去
す
る
。
そ

し
て
市
郎
右
衛
門
家
の
舵
取
り
を
ま
か
さ
れ
た
の
は
、
二
代
目
の
三
女
み
き
の
婿
養
子
、
三
代
市
郎
右
衛
門
安
則
で
あ
っ
た
。
三
代
目
は
婿

養
子
と
な
っ
た
天
保
期
よ
り
す
で
に
日
野
と
出
店
を
往
来
し
て
お
り４６

、
当
主
に
な
っ
て
か
ら
は
、
二
代
目
が
始
め
た
ば
か
り
の
新
規
事
業
を

軌
道
に
乗
せ
、
同
時
に
不
良
資
産
を
整
理
す
る
な
ど
、
経
営
手
腕
を
ふ
る
っ
た
。

し
か
し
市
郎
右
衛
門
家
が
抱
え
て
い
た
の
は
、
経
営
面
の
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
三
代
目
は
み
き
と
の
間
に
娘
が
三
人
い
た
が
、
嗣

六
四（
一
八
）



子
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
三
代
目
は
長
女
う
た
に
婿
養
子
為
七
を
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
う
た
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
千
太
郎
（
後
の

四
代
目
市
良
右
衛
門
）
を
出
産
し
た
後
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
死
去
し
て
し
ま
う
。
ま
た
三
代
目
の
次
女
て
う
や
三
女
い
く
も
幼
く

し
て
他
界
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
相
続
面
で
不
安
定
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た４７

。
さ
ら
に
婿
養
子
為
七
も
文
久
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
享
年
三

〇
で
没
し
た
。
残
さ
れ
た
千
太
郎
へ
無
事
家
督
を
譲
り
、
家
を
永
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
経
営
の
安
定
化
は
、
三
代
目
の
急
務
に
な
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
代
目
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
わ
ず
か
一
二
歳
の
千
太
郎
へ
家
督
を
譲
る
。
翌
年
、
三
代
目
は
享
年
五
八
で
死
去
す
る
こ
と
か
ら
、

自
身
の
身
を
考
え
て
の
決
断
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
純
資
産
が
増
加
に
転
じ
、
そ
れ
ま
で
の
経
営
面
で
の
不
安
要
素
が
排
除
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、

実
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
な
お
そ
の
過
程
に
お
い
て
市
郎
右
衛
門
家
で
は
、
自
家
の
事
業
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
経
営
改
善
に
つ
と
め

た
。
こ
れ
は
初
代
が
「
譲
り
状
」
の
最
後
に
記
し
て
い
た
こ
と
に
も
通
じ
て
い
よ
う
。
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
成
長
は
、
初
代
以
来
の
柔
軟

な
事
業
展
開
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

註
１

末
永
國
紀
『
近
代
近
江
商
人
経
営
史
論
』、
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
、
一
〜
三
頁
・
上
村
雅
洋
「
近
江
商
人
吉
村
儀
兵
衛
家
と
酒
造
業
」
安
藤
精
一
・
高

嶋
雅
明
・
天
野
雅
敏
編
『
近
世
近
代
の
歴
史
と
社
会
』
所
収
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
な
ど
。

２

滋
賀
県
日
野
町
教
育
会
編
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
（
復
刻
版
）、
四
三
五
頁
。

３

『
木
曾
日
記
』
は
滋
賀
県
経
済
協
会
『
近
江
商
人
事
績
写
真
帖
』
上
、
一
九
三
〇
年
・
前
掲
滋
賀
県
日
野
町
教
育
会
編
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
六
四

四
〜
六
四
九
頁
に
て
そ
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
全
文
は
末
永
國
紀
・
本
村
希
代
・
奥
田
以
在
「
近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記
一
』」『
経
済
学

論
叢
』
第
五
八
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
・
同
「
近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記
二
』」『
経
済
学
論
叢
』
第
五
八
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
・「
近
江

商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記
三
』」『
経
済
学
論
叢
』
第
五
八
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
を
参
照
の
こ
と
。

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

六
五（
一
九
）



４

明
和
八
年
の
「
勘
定
目
録
書
」（＃

３７９

）
は
番
匠
免
出
店
（
嵯
峨
屋
豊
三
郎
）
か
ら
日
野
本
店
（
西
村
徳
右
衛
門
）
へ
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
史
料
番

号
は
す
べ
て
日
野
町
史
編
さ
ん
室
の
「
西
村
泰
郎
家
文
書
目
録
」
に
よ
る
。

５

二
郷
半
領
の
水
利
・
水
害
に
つ
い
て
は
三
郷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
三
郷
市
史
』
第
一
〇
巻
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
が
詳
し
い
。

６

二
代
目
よ
り
徳
右
衛
門
と
な
る
。

７

「
西
村
徳
右
衛
門
家
系
譜
」
私
家
版
。

８

前
掲
滋
賀
県
日
野
町
教
育
会
編
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
四
八
一
頁
。
た
だ
し
徳
右
衛
門
家
の
出
店
所
在
地
は
葛
飾
郡
彦
成
村
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

酢
造
業
を
営
ん
で
い
た
と
あ
る
。

９

「
乍
恐
以
書
付
御
訴
詔
奉
申
上
候
」（＃

１６５５

）。

１０

「
乍
恐
以
書
付
御
訴
詔
奉
申
上
候
」（＃

１６５５

）
に
は
「
徳
右
衛
門
義
ハ
生
国
江
州
日
野
町
百
姓
徳
助
弟
ニ
御
座
候
処
、
近
年
為
稼
二
郷
半
領
番
匠
免
村

ニ
罷
下
り
借
蔵
仕
、
酒
造
商
売
致
渡
世
仕
罷
在
候
処
、
仁
兵
衛
店
を
買
請
」
と
あ
る
。
徳
助
は
四
代
目
徳
右
衛
門
長
男
で
五
代
目
徳
右
衛
門
と
な
る
人
物

で
あ
る
。
四
代
目
徳
右
衛
門
が
死
去
し
た
段
階
で
、
長
兄
で
あ
る
徳
助
で
は
な
く
、
な
ぜ
弟
の
市
郎
右
衛
門
が
徳
右
衛
門
を
名
乗
る
に
い
た
っ
た
か
は
わ

か
ら
な
い
。

１１
「〔
答
書
〕」（＃

１０４６

）。

１２

蘆
田
伊
人
編
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
二
（
大
日
本
地
誌
大
系
二
）、
雄
山
閣
、
一
九
五
七
年
、
一
三
九
・
一
四
〇
頁
。

１３

「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」（＃

１６６０
）。

１４

「
譲
り
状
」（＃

４６８

）。

１５

平
沼
店
で
は
な
く
吉
川
店
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
た
に
出
店
を
開
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
享
和
期
あ
た
り
よ
り
「
吉
川
」
と
所
在
地
を

刻
ん
だ
印
も
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

１６

「
西
村
市
郎
右
衛
門
家
系
譜
」
私
家
版
。
吟
に
つ
い
て
は
西
村
泰
郎
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

１７

西
村
泰
郎
家
文
書
の
中
に
「
溝
沼
村
幾
久
屋
市
右
衛
門
」「
水
車
市
右
衛
門
」
な
ど
の
文
言
が
見
受
け
ら
れ
る
。

１８

朝
霞
市
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室
編
『
朝
霞
市
史
』
通
史
編
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
九
年
、
八
九
四
・
八
九
五
頁
。

１９

「
酢
造
勘
定
帳
」（＃

３７２

）。
ま
た
「
勘
定
品
数
帳
」（＃

１７５

）
で
は
、
天
明
八
年
よ
り
「
酢
蔵
へ
か
し
」
の
文
言
が
見
ら
れ
る
。

２０

享
和
三
年
の
「
酉
年
酒
造
勘
定
書
」（＃

３８９

）
は
、
彦
野
酒
造
場
か
ら
西
村
市
郎
右
衛
門
へ
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

２１

近
江
商
人
の
リ
ス
ク
分
散
に
つ
い
て
は
、
上
村
雅
洋
「
近
江
商
人
の
経
営
と
危
険
分
散
」『
経
済
理
論
（
和
歌
山
大
学
）』
三
二
五
、
二
〇
〇
五
年
が
詳
し

い
。

２２

「
勘
定
品
数
帳
」（＃

１７５

）。

２３

「
勘
定
品
数
帳
」（＃

１７９

）。

六
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２４

「
勘
定
品
数
帳
」（＃

１８６

）。

２５

「
勘
定
品
数
帳
」（＃

１８８

）。

２６

「
勘
定
下
書
留
」（＃

１９０

）。

２７

質
入
主
・
子
質
屋
・
親
質
屋
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
石
井
敦
子
「
在
方
質
屋
と
農
民
生
活
」
木
村
礎
編
『
村
落
生
活
の
史
的
研
究
』
所
収
、
八
木
書
店
、

一
九
九
四
年
が
詳
し
い
。

２８

「
入
置
申
一
札
之
事
」（＃

１７２１

）。

２９
「〔
送
り
質
ニ
付
一
札
〕」（＃

７８７

・１５８２

・１５８４

・１６２２

・１６２３

・１６２５

〜１６３１

・１６３３

・１６３５

〜１６４０

・１６４２

・１６４３

・１６４５

・１６４７

・１６４８

・１７２１

・

１７２２

・１７２４
・１８１３

〜１８２１

・１８２３

〜１８２５

・１８２７

〜１８３１

・１８３４

・１８３７

〜１８３９

・１８４６

・１８６６

・１８６７

・１８７６

）。

３０

前
掲
石
井
「
在
方
質
屋
と
農
民
生
活
」。

３１

「
入
置
申
一
札
之
事
」（＃

１６２９

）。

３２

質
屋
統
制
に
つ
い
て
は
、
宮
坂
新
「
近
世
後
期
関
東
農
村
に
お
け
る
在
方
質
屋
仲
間
と
冥
加
上
納－

寄
場
組
合
と
の
関
連
を
中
心
に－

」
森
安
彦
編
『
地

域
社
会
の
展
開
と
幕
藩
制
支
配
』
所
収
、
名
著
出
版
、
二
〇
〇
五
年
が
詳
し
い
。

３３

「
埼
玉
藁
工
品
同
業
組
合
ノ
製
品
ニ
就
テ
」（「
埼
玉
藁
工
品
同
業
組
合
関
係
書
類
」（＃

２８

）
所
収
）。

３４

「
莚
売
帳
」（＃

２３９

）。

３５
「〔
日
野
商
人
組
合
出
店
本
宅
調
査
〕」（＃
１９５０

）・
滋
賀
県
蒲
生
郡
役
所
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
五
、
一
九
二
二
年
、
八
九
一
頁
。

３６

「
年
記
」（＃

な
し
）。

３７

「
勘
定
帳
」（＃

２０３

）・「
入
置
申
地
請
証
文
之
事
」（＃

８４２

）
な
ど
。

３８

「
年
記
」（＃

な
し
）。

３９

前
掲
末
永
・
本
村
・
奥
田
「
近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記
一
』」。

４０

「
間
中
蔵
酒
造
勘
定
書
」（＃

９２３

）。

４１

「
年
記
」（＃

な
し
）。

４２

「
為
取
替
申
一
札
之
事
」（＃

８４０

）。

４３

「
年
記
」（＃

な
し
）。

４４

「
覚
」（＃

８４５

）。

４５

「
借
用
申
金
子
之
事
」（＃

７９２

）。

４６

前
掲
末
永
・
本
村
・
奥
田
「
近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記
一
』」。

４７

三
代
目
の
娘
に
つ
い
て
は
、
西
村
泰
郎
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

近
世
期
に
お
け
る
近
江
商
人
西
村
市
郎
右
衛
門
家
の
経
営
（
本
村
）

六
七（
二
一
）



〔
付
記
〕

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
西
村
泰
郎
氏
・
日
野
町
教
育
委
員
会
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

六
八（
二
二
）




